
 
さいたま市の取り組み 

（さいたま市高次脳機能障害者支援事業） 
 

 

さいたま市障害者更生相談センター 
 精神保健福祉士 曲淵 祥子 



さいたま市 

 平成13年 浦和市、大宮市、与野市が合併して誕生 

    →平成15年 政令指定都市に 

    →平成17年 岩槻市が合併 

 

 面積 21７k㎡ 

 人口   129万人 

 １０の行政区 

 

 PRポイント♪ 

  サッカー、鉄道、スイーツ、自転車、盆栽の街 



高次脳機能障害 

さいたま市の状況（事業開始前） 

市民の声 
「どこに相談したらいいか 
分からない。」 

関係機関職員の声 
「支援が難しい。」 
「うまく対応できなかった 
 ことがある。」 

平成２４年１２月 
当事者団体からの要望書 
「高次脳機能障害の第一次的相談窓口を明確にしてください。」 
「高次脳機能障害支援の拠点を、さいたま市にも開設してください。」等 

平成25年度から市としての取組みがスタート 



市民の声 
「どこに相談したら 
いいか分からない。」 

関係機関職員の声 
「支援が難しい。」 
「うまく対応できな
かったことがある。」 

一次相談窓口を明確に位置付けました。 
 
 
  各区の支援課と 
   障害者生活支援センター 

障害者更生相談センターが後方支援
機関としての役割を担うことになり
ました。 
 
 関係機関からの相談対応 
定期的な研修開催や普及啓発等 



さいたま市の支援体制（イメージ図） 

埼玉県高次脳機能 
障害者支援センター 
（県の拠点機関） 

埼玉県 
障害者福祉推進課 

一次相談窓口 
（支援課・障害者生活支援センター） 

シニアサポートセンター 
（地域包括支援センター） 

保健センター こころの健康センター 障害者総合支援センター 

医療機関 

障害福祉サービス事業所 

障害者更生相談センター 
  
 

障害者当事者・家族等 

障害政策課・障害支援課 

連携 

施策に関すること等 

後方支援・支援体制の充実等に関する
こと 

高齢介護課 

教育 

労働 

介護保険サービス事業所 

診断、リハビリ、通所訓練など 

連携 

連携 
埼玉県 

専門相談（月2回） 



相談件数の推移 

 一次相談窓口（支援課・障害者生活支援センター）の対応件数 

 

 

 

 

 障害者更生相談センターの対応件数 

平成２４年度 平成２５年度 
★事業開始 

平成２６年度 

２２０件 ３７７件 ４９８件 

平成２５年度 
（半年間） 

★事業開始 

平成２６年度 
（１年間） 

平成２７年度 
（１年間） 

平成２８年度 
（１年間） 

６２件 ３５８件 ４５８件 ６８７件 



障害者更生相談センターの取り組み（Ⅰ期） 

 

 （１）後方支援 

 

 （２）地域支援体制の充実 

 

 （３）施策への反映 



（１）後方支援に関すること 

 支援マニュアルの作成 
   基本的な症状、気づきのポイント 

   利用できる制度や社会資源 等 
 

 支援者向け研修の開催   
   

 相談支援 
  関係機関からの問い合わせや相談に対応 

               
 
 

さいたま市障害者更生相談センター 
 

 

気付こう、つなごう、高次脳機能障害者への支援 

平成 25 年 10 月 



（２）地域支援体制の充実に関すること 

 アンケート調査 
  対象：研修参加者、通所施設、医療機関等 

 

 普及啓発 
  各分野、職種の連絡会への参加   

  パンフレット作成、ホームページ改訂 

 

 家族及び当事者会との協働 
   

 嘱託医によるスーパービジョン事業 
  困難事例の検討、医師によるミニレクチャー等 



（３）施策への反映に関すること 

 

 市の方針を定める計画に、高次脳機能障害者支援に関
する項目を掲載    



とりくみのなかで見えてきたもの（課題）  
 本人や家族に、必要な情報や支援が届いていない 

 

 

当事者会「地域で共に生きるナノ」「脳外傷友の会さいたま」との情報交換 
支援・情報交流交換会での参加者の発言より 

情報がない。 
相談先や使えるサービスがあるこ
とを知らなかった。 

役所に相談に行っても、高次脳機能障
害を知らなかった。 

制度を利用したいが、診断
書を書いてくれる医療機関
が見つからない。 

通える場所ない。 

本人に自覚がないので、相
談やリハビリにつながらな
い。 

家族が参ってしまう。 
家族にも支えが必要。 

家族支援 

普及啓発 

資源開拓 

人材育成 

ステップの場作り 



障害者更生相談センターの取り組み（Ⅱ期） 

「あったらいいな」 

   を少しずつ形に   



普及啓発  



ネットワーク作り 

高次脳機能障害者支援に関する座談会 

   年に２回開催 

  参加機関：医療機関や地域の支援機関 

  内 容 ：情報交換、課題の共有、懇親会 

 

カードの作成、配布等を通した取り組み 

  内容：Part1（表） 気づきのポイント 

      Part2（裏） 相談先、サービスに関する情報 

  配布先：医療機関、支援機関 



当事者グループ活動（はじめの一歩）  

    対象：さいたま市在宅の当事者 
 

  目的：①集団活動を通しての障害受容促進 
     ②対処方法や社会的スキルの習得      
     ③ピアカウンセリングの場 
 

  内容：自己モニタリング、ラジオ体操 
     ミニ講座（症状、制度等）、情報共有など   
 

 参加人数：７名 *平成29年度 
   

 スタッフ：心理/保健師/言語聴覚士 
      精神保健福祉士   

 

10月～2月（全10回） 



 平成２９年６月からスタート 

 

 第１・第３月曜日 午前９：３０～１１：３０ 

  （祝日、休日を除く） 

 

  専門の職員（言語聴覚士等）が、ご本人やご家族の
相談に対応しています。 

高次脳機能障害 電話相談 



NPO法人ぷるすあるはとの取り組み   

あったらいいな。 
なければ、一緒に作りましょう。 



きっかけとなった事例  

 一家のキーパーソンだった父親が、 

 突然の病気で高次脳機能障害に… 

 

 

               
４０代 ４０代 

11歳 ９歳 

＊匿名性を保つために加工しています。 



子どもへの支援 
～不安と混乱の中にいる子どもたちに～  

※ シート及び＋αの情報を盛り込んだWEBサイトは、当センターHPより 
  ご覧になれます。 
   

子どもたちにも分かりやすい
平易な言葉で、高次脳機能障
害を説明しています。 

何が起こっていて、 
これからどうなるの？ 

あなたのせいじゃないよ。 
サポーターがいるよ。 



支援ツールの作成  

 症状を伝えるカード 

「分かってもらいたい。」 
「うまく伝えられなくて、   
 辛い。」 
（本人達の声が出発点） 

・どんな症状があるか 
・どんなサポートがあると 
 助かるのか 

・自分に当てはまるものを 
 組み合わせて、 
 専用の説明ツールに。 



さいたま市としての今後の方向性 
～必要な支援を必要な時期に、切れ間なく届けるために～ 

 

 見えない障害に気づくための普及啓発や人材育成 

 様々な分野とのネットワーク形成  

 必要な取り組みを実現していくための体制作り 

医療 

介護 

障害福祉 

就労・教育 



気づこう、つなごう、 
高次脳機能障害者への支援 

ご清聴ありがとうございました 
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